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公益財団法人 日本ライフセービング協会

子供たちへの水辺の安全教育プログラムの推進（ICT教育）
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日本は海岸線の長さが世界で6番目に長い，海に囲まれた国です．そのため，泳げなければ命を落として
しまうような危機に直面する可能性があります．このように“サバイバル”という視点で考えたとき，水泳
の技能はすべての子どもたちが習得すべき能力の一つであるといえると思います．それを保障するのは，
公教育の役割ではないでしょうか．

スポーツ庁長官 鈴木大地（体育科教育2017 7月号より一部抜粋）

これまでは高学年の指導内容が泳法（泳力向上）に絞られるという課題がありました．そこで，「安全確
保につながる運動」を加えることによって，続けて長く浮いていることも身に付けるべき能力の一つだと
捉えることができるようにしました．導入の背景には，国内外での水難事故もあります．水難事故に遭っ
た際には，呼吸を確保し浮いていることが命をつなぐために大変重要であるということを，小学校のうち
から知っておく必要があります．

スポーツ庁政策課 教科調査官 高田彬成（体育科教育2017 7月号より一部抜粋）

水辺の危険に遭遇した後の対処を教えるにとどまらず、事故につながらない知恵と、自然環境を
想定した正しい行動を伝えていく。
～事故を未然に防ぐ、本当の未然は「教育」にある～ JLAライフセービング教育本部

新しい学習指導要領全面実施 小学校2020年度～、中学校2021年度～
小学校学習指導要領・体育「水泳領域」で、高学年に「安全確保につながる運動」が新設

開発の背景１

3．子供たちへの水辺の安全教育プログラムの推進
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海洋教育推進のための教育プログラムの開発展開事業 ～WSを中心としたICT教育プログラム開発～

生徒にICTを活用す
る活動を頻繁にさせ
ている中学教員の割
合は17.9％で、48か
国中、下から2番目
という低さ。

※経済協力開発機構（OECD)
の48か国・地域調査

基本インフラ整備

教える側の意欲、自信

ICT教材の充実

学習指導の効果の向上

情報活用能力が身に付く

■ICTを活用した教育の効果
※文部科学省学びのイノベーション事業 実証研究報告書より、H25

【教員の意識】

・「意識を高めること」
・「理解を高めること」
・「思考を深めたり広げたりすること」
・「表現や技能を高めること」

上記効果あり、と約8割以上の教員が評価

【児童生徒の意識】第3～６学年
※「たいへん」及び「少し」の回答率90％以上だけを抜粋

・「楽しく学習することができたと思いますか」94.4％
・「進んで授業に参加することができたと思いますか」91.1％
・「授業に集中して取り組むことができたと思いますか」90.8％
・「学習した内容をおぼえることができたと思いますか」90.2％

開発の背景２

JLAライフセービング教育本部

多くの先生方がウォーターセーフティの知識
を児童、生徒に伝えていけるICT教材を開発。
水泳の授業が実施できない時（場合）でも、
水の安全に関する学びを深めることができる。

3．子供たちへの水辺の安全教育プログラムの推進
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～守ろう！いのち、学び合おう！水辺の安全～
Swim&Survive

ICT教育推進/アクティブラーニング

ドメイン候補 https://elearning.jla-lifesaving.or.jp/

「主体的・対話
的な深い学び」
を目指すアク
ティブ・ラーニ
ングの展開

事前・事後学習

プールや海での活動をより実践的に。
水辺のスポーツやアクティビティーにおける
ファンデーションプログラム（安全）としての活用。

海洋教育推進のための教育プログラムの開発展開事業 ～WSを中心としたICT教育プログラム開発～
8
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ジュニア・ライフセービングプログラムにおける実施内容

（上位11/23）

ニッパーボード 海の安全基礎知識 ビーチクリーン

ウェーディング ビーチフラッグス レスキューデモ

レク WSプログラム LS概論

チューブレスキュー ドルフィニング

日本財団助成：ジュニア・ライフセービング教育の実態調査報告書より作図（2018）

JLAの制作するICT教育は、依頼型のオーダーとして一番ニーズのあった
「海の安全基礎知識」と「WSプログラム」を軸とする

※重要；体験的な活動とICTの活用を融合させることにより、効果的な学びにつなげる

3．子供たちへの水辺の安全教育プログラムの推進
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水の特性を知り、さらに水辺（海、河川、湖沼、プール、池、水路ほか）にはどのような
危険があるのかを理解することが大切です。泳ぎの基本を学ぶことと同時に、その危険に
自ら対処する方法「Swim＆Survive」（スイム＆サバイブ）を体得していれば、いろい
ろな活動体験を安心し学び、たくさんの感動を得ることができます。事故防止の基本的な
考え方として、特に自然環境下の活動では、時間的・空間的に変化する危険な場所を理解
し、その対応を考えることができる能力が求められます。
日本ライフセービング協会は、水辺における様々な活動において危険な状況にならないよ
うに「楽しみながら安全を考えて行動できる能力」を身につけるための教育が重要と考え、
このコンテンツの名称を『守ろう！いのち 学び合おう！水辺の安全』～Swim&Survive
としました。

Title
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日本ライフセービング協会は、子どもたちが水辺の事故防止の
心構えや、安全のための知識と技能を身に付け、楽しく活動で
きることを願い、この教材を制作しました。
小学校・中学校の新学習指導要領に沿い「水泳運動の心得」や
「安全確保につながる運動」、「水辺の事故防止に関する心
得」などへの実践的理解を深めるような構成となっています。
主に学校教育において、電子黒板やPC・タブレット端末等を使
用し、主体的・対話的な学びを促すことをねらいとしています。
プール活動や体験活動の事前指導、総合的な学習の時間など、
水辺の安全教育に幅広くご活用してほしいと思います。

～水辺の事故ゼロをめざして～

Concept
パトちゃん
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Character
みんなと一緒に学んでいくよ！

28



Introduction

4.水辺の安全って？＜クイズ＞

「初級編」「中級編」でそれぞれ
１０問のクイズが用意されており、
正解しないと次に進めません。ク
イズに答えならながら、水辺で安
全に楽しく過ごすための知識を習
得することができます。正解の回
答には、解説がついており、「な
ぜそうするべきか？」など、深く
考えることができます。

1.プールに入る前に・・・

「プールに入る前に・・・」「水に
入ったら・・・」「プールの用具、
道具」の３つから構成されています。
イラストを見ながらクリックすると、
注意すべきポイントが細かく解説さ
れています。

2.海での出来事

＜動画で考えよう！＞

ある夏の日の海での出来事をドラ
マで見られます。次に、水辺の事
故防止に大切なポイントの解説が
入った同じドラマを見ることがで
きます。さらに動画を見たあと、
振り返り学習ができるよう、学習
のポイントごとに、詳しく解説を
見ることができます。3.助かる＆助けるテクニック

＜実践動画集＞

「助かる方法」「助ける方法」の２
つから構成されています。もしも自
分が不意に水の中に落ちてしまった
ら、溺れそうになってしまったら、
実際どのように対処すべきなのか、
動画で詳しく見ることができます。
水の中での人間の動きや、身につけ
ると良いテクニックも動画で確認で
きます。また水に入らないで助ける
方法を中心に、助ける方法について
も紹介しています。

パトちゃん
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プール活動の事前指導として活用。
事故を未然に防ぐことの思考を育てる。

★新学習指導要領

小「水泳運動の心得」
中「健康、安全の心得」

１,プールに入る前に… パトちゃん

全10項目 全８項目 全９項目

プールに入る前に… 水に入ったら… プールの用具、道具

≪事前学習≫

30



２,「海でのできごと」パトちゃん

ある日、小学生達が放課後に桟橋で釣り
を楽しんでいました。桟橋の奥には大学
生2人がいます。今日はなかなか釣れま
せん。そこへ女の子が遅れて様子を見に
やってきました。

はやと君は桟橋から魚の
影を追って網で捕まえよ
うとします。夢中になっ
て追いかけるあまり海へ
落ちてしまいます。

桟橋では、はやと君を助
けようと、学校で習った
“ペットボトル救助”等を
試みますが、うまくいき
ません。

女の子は走ってライフ
セーバーに伝えに行きま
す。2人のライフセー
バーは、はやと君と大学
生の救助に向かいます。

桟橋にいた大学生の正し
い“ペットボトル救助”に
はやと君は助けられます
が、今度はもう一人のラ
イフジャケットを着た大
学生が…

≪動画で考えよう≫ ～あらすじ～ まずは6分19秒
の動画を通して
見てみよう！
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パトちゃん２,「海でのできごと」
≪動画で考えよう≫ ～設問と解説～

次に2つ目の動画を見てみよう。
同じ動画の中に11の設問があるよ。
考えたり、意見を出し合ったりした
後は、解説を見て学びを深めよう！

※動画を流していると自動で設問がでてきます。
適時、停止、再生ボタンを押しながらご活用下さい。

32



パトちゃん２,「海でのできごと」
≪動画で考えよう≫ ～学習のポイント～

動画の中にあった11の設問と解説
は「学習のポイント」で、一つ一つ
振り返りの学習ができるよ！
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パトちゃん

「話し合ってみよう」
≪動画で考えよう≫ ～発展～

「海でのできごと」を
見て学んだことを参考
にして、話し合いをし
てみよう。

海で遊ぶ上での
“そなえ”となる実践的
な知識を身に付けるた
めには、想像すること
や他の人の経験談を聴
くことも大切だよ！
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3,助かる＆助けるテクニック

「助かるテクニック」で
は、15点の動画が解説付
きで見れるよ！
「Swim&Survive」の
具体的な方法をまずは頭
でイメージすることが大
切なんだ。

水の中の様子もわかる
から、是非実技で挑戦し
てみてね！

≪実践動画集≫ 水辺での安全テクニックや溺れないため
の方法を動画を通じて理解を深める。

★新学習指導要領
小/中「安全確保につながる運動」
中「水辺の事故防止に関する心得」
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3,助かる＆助けるテクニック

「助けるテクニック」では、
６点の動画が解説付きで見れ
るよ！

万が一、溺れている人を発見
した時、水の中に入らないで
助けることが鉄則。ライフ
セーバーの救助技術の中から、
みんなにも知っておいてもら
いたいことを選んで紹介して
いるんだ。

≪実践動画集≫ 水辺での安全テクニックや溺れないため
の方法を動画を通じて理解を深める。

★新学習指導要領
小/中「安全確保につながる運動」
中「水辺の事故防止に関する心得」
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プールや海における安全に関する知識や、
事故防止策を軸としたクイズだよ。
今までの学びを確認しながら、新しい知識
も得られるから、是非挑戦してみてね！

≪クイズ≫

４,水辺の安全って？

10問正解すると・・・

37



【動画集】
このコンテンツにある動画のすべてに加え、「安全な
プール活動」が追加されています。動画集を利用する
ことで、復習がスムーズに行えます。

【指導案】
指導される方がプログラムを構築する上で参考とな
るウォーターセーフティの指導案がPDFで引き出せ
るようになっています。主に小学校や中学校の水泳
授業などで活用できます。

①ビート板クルージング
②ライフジャケット
③浮き方とライフセービングバックストローク
④着衣泳体験と着衣浮き
⑤ペットボトル浮きと水に入らない救助法（スロー）

【その他資料】
ライフセービングに関連する資料、資格のことについ
てやテキスト、動画などがラインナップしてあります。
子ども達の興味関心をさらに深めることができます。

【ワークシート】
主に「事前学習 プールに入る前に…」や「動画で考
えよう！ 海でのできごと」で活用できるワークシー
トがPDFで引き出せるようになっています。子ども
達が理解しながら書いていくことで、学びを深め、記
録（記憶）として残すことができます。
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※水辺の尊さとその安全についての願いをメッセージとしてお寄せいただきま
した。指導される大人の方々の心構えやモチベーションとして、大変学び深い
ものです。今後もさらにその輪を広げていきます。
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このコンテンツの広がり

Gakken副読本、教員用
指導書へ、このコンテン
ツのQRコードを添付す
ることを打診中。小、中
学校２０校をモデル校と
してスタート。

関連団体との連携。水辺の安全に
関するファンデーションプログラ
ムとしての運用を目指す。

JLA重点海水浴場における
ジュニアライフセービング
教育への導入。
JLAが指導を担う授業や
臨海学校、サポーター講習
としての運用。 40



日にち 会議、打ち合わせの対象 場 所 内容

2019．4．11 株式会社学研プラス JLA事務局 コンテンツ骨子策定

2019．4．20 JLA理事会 JLA事務局 コンテンツ骨子共有

2019．5．14 株式会社学研プラス 学研本社 コンテンツプラン決定

2019．5．15 ICTワーキンググループ 成城学園 コンテンツプランと課題共有

2019．5．27 公益財団法人日本財団 日本財団 具体的なコンテンツ内容とプランについて

2019．6．19 株式会社学研プラス 成城学園 デザインと撮影に向けた打ち合わせ

2019．6．25 JLA常務理事会 JLA事務局 進捗の共有と意見収集

2019．7．12 JLA教育本部会議 成城学園 進捗の共有と意見収集

2019．7．27 JLA理事会 JLA事務局 進捗の報告

2019．8．2 公益財団法人日本財団 日本財団 進捗の報告

2019．8．7 ICTワーキンググループ 成城学園 撮影に向けた準備とリハーサル

2019．8．15 株式会社学研プラス 千葉県南房総市原岡海岸 撮影に向けた現地下見

2019．8．19~21 株式会社学研プラス 千葉県南房総市原岡海岸 動画準備、撮影

2019．9．3 株式会社学研プラス 成城学園 下半期プランの再確認、テクニック動画撮影に向けて

2019．9．26 株式会社学研プラス 成城学園 外プール プールでのテクニック動画撮影

2019．9．28 JLA理事会 JLA事務局 進捗の報告

≪2019年度 完成に向けたプロセス①≫
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日にち 会議、打ち合わせの対象 場 所 内容

2019．9．28 JLA理事会 JLA事務局 進捗の報告

2019．10．7 株式会社学研プラス 成城学園 撮影動画の確認と学びのポイント整理

2019．10．10 公益財団法人日本財団 日本財団 進捗の報告

2019．10．17 株式会社学研プラス 成城学園 コンテンツ構成、デザインの確認

2019．10．29 JLA常務理事会 JLA事務局 進捗の共有と意見収集

2019．11．15 株式会社学研プラス 成城学園 コンテンツ構成、デザインの確認、校正

2019．11．26 JLA常務理事会 JLA事務局 進捗の共有と意見収集

2019．12．2 海のそなえPJ JLA事務局 e-Lifesavingの紹介、今後の繋がり模索

2019．12．5 PLG委員会、WS委員会 都立駒場学園 テクニック動画の確認と再撮影

2019．12．19 株式会社学研プラス、JLA広報室 成城学園 JLAHP内における設置コンセンサス

2020．1．10 消費者庁 サービス部会 消費者庁 水遊び、プール活動における取り組みプレゼン

2020．1．16 一般財団法人吉川慎之介基金 中央大学 e-Lifesavingの紹介、今後の繋がり模索

2020．1．18 JLA理事会 JLA事務局

2020．1．21 株式会社ポピンズ ポピンズ本社 e-Lifesavingの紹介、今後の繋がり模索

2020．1．29 株式会社学研プラス 成城学園 テクニック動画の最終確認と文章校正

≪2019年度 完成に向けたプロセス②≫
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日にち 会議、打ち合わせの対象 場 所 内容

2020．2．2~3 西条市教育委員会
子どもたちにライジャケを

愛知県、高知県 e-Liｆesavingの紹介、今後の繋がり模索

2020．2．10 JLA教育本部 成城学園 e-Liｆesavingの完成イメージ共有

2020．2．13 スポーツ庁 長官 スポーツ庁 e-Lifesavingの紹介、今後の繋がり模索

2020．2．17 鎌倉市教育委員会 主事 鎌倉市教育委員会 e-Lifesavingの紹介、今後の繋がり模索

2020．2．27 横浜市教育委員会 横浜市教育委員会 コロナ対応のため中止

2020．3．5 ICTワーキンググループ Zoom会議 コンテンツの最終チェック

以降、2020.3.3１完成納品に向けた最終確認はテレワークにより実施した。

2020.3.31 文部科学省、スポーツ庁へ完成報告と告知に関する相談
2020.4.1 JLA内 理事、監事に完成報告、指導員へ先行告知と共有

日本財団、宗近様、高階様へ完成の報告と御礼
2020.4.2 各ご協力いただいた関連団体に完成の報告と御礼
2020.4.7 テスト運用中に生じた軽微な修正作業
2020.4.9 JLAHP サイトオープン
2020.4.10    海と日本PROJECT ※HP掲載
2020.4.13 プレスリリース【PR TIMES】

・朝日新聞デジタル／ニコニコニュース／exciteニュース／BIGLOBE

≪2019年度 完成に向けたプロセス③≫

※海と日本PROJECT HPより

https://uminohi.jp/news/jla-lifesaving/

https://elearning.jla-lifesaving.or.jp/
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令和2年2月13日にスポーツ庁を訪問し、鈴木大地長官との面会をしました。
日本ライフセービング協会は、子どもたちが水辺の事故防止の心構えや、安全のための知識と技能を身に付け、楽
しく活動できることを願い、視聴覚教材を制作しています。
この教材は、小学校・中学校の新学習指導要領に沿い「水泳運動の心得」や「安全確保につながる運動」、「水辺
の事故防止に関する心得」などへの実践的理解につながるような構成となっています。
この教材を学校教育において使用してもらうために、入谷理事長と教育担当の松本副理事長からご説明を致しまし
た。
鈴木長官からは視覚的に学びを得られる教材として高い評価をいただき、教育現場で活用できるようなアドバイス
もいただきました。
プール活動や体験活動の事前指導、総合的な学習の時間など、水辺の安全教育に幅広くご活用いただくために、今
後も連携を深めてまいります。（※JLA facebookより）

【スポーツ庁鈴木大地長官と水辺の安全教育に関する意見交換】
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